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会
演
説
と
こ
れ
に
伴
う
儀
礼
を
素
材
に
、
政
治
的

実
権
を
も
ち
え
な
い
王
の
演
説
が
も
つ
政
治
性
を

明
ら
か
に
し
た
d
窪
Φ
o
げ
①
お
の
考
察
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。

　
編
者
の
書
葉
を
採
胴
す
る
な
ら
、
雷
説
と
社
会

慣
行
の
絡
ま
り
を
対
象
と
し
社
会
的
な
る
も
の
の

復
権
を
う
た
う
「
歴
史
主
義
的
転
回
」
ぼ
ω
3
亭

。
鋤
け
霞
類
以
後
の
時
代
に
あ
っ
て
、
本
書
は
王
権

と
い
う
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
を
料
理
す
る
た
め

の
選
り
す
ぐ
り
の
レ
シ
ピ
集
と
い
っ
た
趣
も
有
し

て
い
る
。
王
権
に
関
心
を
も
つ
様
々
な
地
域
・
時

代
の
専
門
家
に
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。
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会
　
　
皆

　
去
る
六
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

理
事
会
・
評
議
貴
会
に
お
き
ま
し
て
左
記
の

事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
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二
十
年
度
決
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吉
本
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憲
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美
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雲
泰
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畑
航
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奈
緒
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、
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、
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透
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編
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小
野
容
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、
網
島
聖

一
、
　
会
則
の
改
正

　
総
会
で
の
ご
承
認
を
ま
っ
て
誌
面
に
掲
載

し
ま
す
。編

　
集
　
後
　
記

　
九
二
巻
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
編
集
の
号
担

巌
は
貴
任
重
大
な
仕
事
で
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て

の
論
考
を
一
番
に
通
読
で
き
る
と
い
う
特
権
が
あ

り
ま
す
。
歴
史
地
理
学
を
専
門
と
す
る
私
に
と
っ

て
、
本
号
に
地
理
学
の
論
考
が
な
か
っ
た
の
は
多

少
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
対

象
の
時
代
も
場
所
も
ま
っ
た
く
異
な
る
優
れ
た
諸

論
考
の
読
者
第
一
号
に
な
れ
た
の
は
大
変
費
せ
な

こ
と
で
し
た
。
他
分
野
の
議
論
と
い
う
の
は
、
本

当
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
『
史
林
瞼
は
、
本
号
の
よ
う
に
多
岐
の
分
野
の

訟
鯉
考
が
載
る
よ
う
な
場
合
も
、
ま
た
図
ら
ず
も
特
定

の
分
野
の
瓢
鯉
噸
が
集
ま
る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

次
号
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

本
号
を
読
み
終
え
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皆
様
、
次
号
完
成
ま
で
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

β
　
時
　
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時
よ
り

場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
第
三
講
義
室

公
開
講
演

　
歴
史
と
は
何
か

　
　
　
　
「
時
」
を
秩
序
立
て
る
行
為
の
意
味
を
考
え
る

　
近
世
東
ア
ジ
ア
の
疾
病
空
間

　
　
一
天
然
痘
・
麻
疹
の
流
行
を
め
ぐ
る
中
心
と
周
辺

紀
平
英
作
氏
（
京
都
大
学
）

小
林
　
茂
氏
（
大
阪
大
学
）

史
学
研
究
会
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